
平成 ２０年 １０月 ２１日

平成 ２０年度 ～ 平成 ２５年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 備考

経常収支比率 95.5 93.9 94.4 94.1 94.5 98.1 100.2

職員給与費比率 106.9 105.3 94.5 95.2 94.4 90.5 89.3

病床利用率 58.9 73.3 75.0 77.0 78.5 81.6 83.3

医業収支比率 60.1 60.7 68.1 69.1 70.1 73.9 75.7

医薬材料費比率 14.9 18.1 15.2 14.4 14.2 12.9 12.1

上記目標数値設定の考え方

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

病床利用率～一般70％療養70％基本  21～25年度2％程度努力分加味
給与費比率～19年度実績を基に各年度定期昇給分加算した額の比率
医材費比率～19年度実績を基に各年度圧縮
医業収支比率～病床利用率の向上、医薬材料費比率の圧縮等を加味し収支を見込んで設
定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経常黒字化の目標年度：平成２５年度）

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

病 院 名 　　　　　　士幌町国民健康保険病院

所 在 地 　　　　　　北海道河東郡士幌町字士幌西2線１６７番地

診療科目 　　　　　　内科・外科・整形外科・小児科・眼科

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)
（注）詳細は別紙添付

  民間医療機関が進出しがたい地域である士幌町において、地域医療確保のため、町がみ
ずから開設した病院であり、その役割は、健康相談が受けられるかかりつけ医を中心とした
一次 医療に加え、一部の入院機能の医療を提供することにある。このほか、救急告示病院
として初期救急医療を担うことにある。

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

士幌町内唯一の病院であることから、総務省自治財政局長通達「地方公営企業繰出金につ
いて」に定める、不採算地区病院と認め、その運営に要する経費のうち、その経営に伴う収
入をもつて充てることができないと認められるものに相当する額とするが、医療圏域の人口
等経営環境が厳しい状況にあることや一般会計の財政が大変厳しい状況にあることを踏ま
え、減価償却費等の非現金費用を除いた損益収支における、収支不足額を一般会計が負
担するものとする。

(別紙４） 公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名      　　　　士　幌　町

プ　ラ　ン　の　名　称 　　　　　　士幌町国民健康保険病院改革プラン

策　　　　定　　　　日

病 床 数 　　　　　　６０床（一般４０床、医療療養２０床）
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団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 備考

1日平均外来患者数 134.7人 130.9人 135.0人 135.0人 135.0人 135.0人 135.0人

1日平均入院患者数 35.4人 43.9人 45.0人 46.2人 47.1人 49.0人 50.0人

救急車による患者数 101件 100件 100件 100件 100件 100件 100件 年間延べ件数

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙１のとおり

病床利用率の状況 １７年度 70.4% 1８年度 63.8% １９年度 58.9% 　

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築計
画の状況等

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

　平成２０年度の病床利用率等の実績を踏まえて、平成２１年度から指定管理者制度、民間
譲渡等の検討を開始し、平成２３年度までに結論を得て、平成２４年度以降に実施する。

　平成２０年度の病床利用率等の実績を踏まえて、平成２１年度から一般病床の削減、医療
療養病床の介護療養老健施設への移行、指定管理者制度、民間譲渡、診療所化について
検討を開始し、平成２３年度までに結論を得て、平成２４年度以降に実施する。

　　節電、節水、節温等による光熱水費の削減。
　　医薬材料の適正在庫及び廉価購入による医薬材料費の圧縮。
　　コピー用紙の両面使用等消耗品費の削減。
 　以上のことについては、従来から実施してきているが、引き続き取り組む。

　病床利用率の向上
  請求漏れの防止
  査定減の防止
  以上のことについては、従来から実施してきているが、引き続き取り組む。

目標達成に向け、毎日の入院患者数を把握し、達成に向け毎週、毎月会議等で報告する。

各年度の収支計画

そ
の
他
の
特
記
事
項

　　「事業規模・形態の見直し」に上述したとおり

   施設の増改築は、現時点では計画されていない

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

士幌町
（士幌町国民健康保険病院）
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団体名
（病院名）

（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

経営形態の現況

（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

　評価委員会は、外部からの委員４人（医療有識者２人、経営経理有識者１人、地域住民１
人）よる構成とし、平成２０年度末までに設置する。事務局は、士幌町国民健康保険病院改
革プラン策定検討委員会とする。

点検・評価の時期(毎年○月頃
等）

　点検・評価の時期は、決算数値が確定する６月頃とする。

討中の場合は複数可）

その他特記事項

　平成２０年度決算において、改革プランで掲げた経営目標に係る数値目標の達成が著しく
困難であると認められるときは、経営形態等の見直しとともに、経営指標に係る数値目標の
改定を行う。

経営形態見直し計画の概要
＜時　期＞
平成２１年度
平成２４年度以降

＜内　容＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成
２０年度の病床利用率等の実績を踏まえて、平成２１年度から一般
病床の削減、医療療養病床の介護療養老健施設への移行、指定管
理者制度、民間譲渡、診療所化について検討を開始し、平成２３年
度までに結論を得て、平成２４年度以降に実施する。

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合そ
の概要）

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

（該当箇所に

経営形態の見直し（検討）の方向
性

再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

　当国保病院が所属する十勝圏域には、公的病院として帯広厚生病院(748床)、帯広協会
病院(377床)、国立病院機構帯広病院(370床)、道立緑ヶ丘病院(270床)、清水赤十字病院
(92床)他、病床を有する町立の病院が当国保病院を含め８病院あり、合わせて603床の病床
を有している。

都道府県医療計画等における
今後の方向性

　「自治体病院等広域化・連携構想」における士幌町国民健康保険病院の方向性は、「比較
的小規模であり、今後、病院間の役割分担や帯広市に集積されている医療機能との連携も
考慮しながら、診療所化を含めた規模の適正化について検討する必要があると考えます。」
とされています。

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

＜時　期＞
平成２５年度

＜内　容＞
平成20年度の病床利用率等の実績を踏まえて、平成21年度から病
床の削減や診療所への移行及び指定管理者、民間譲渡等の検討を
開始し、平成24年度以降に実施することとしているが、道から再編・
ネットワークに関する計画等の提案があれば、検討することとしてい
る。

士幌町
（士幌町国民健康保険病院）

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）
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(別紙１） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支）   

　　 年 度

 区 分

１. ａ 520,869 510,444 543,695 598,371 593,649 602,210 627,287 635,806

(1) 479,905 476,447 510,695 555,335 550,768 559,330 584,287 591,806

(2) 40,964 33,997 33,000 43,036 42,880 42,880 43,000 44,000

0 0 0 0 0 0 0 0

２. 295,126 332,106 328,836 254,150 244,100 239,100 234,100 234,100

(1) 291,060 328,034 324,744 250,000 240,000 235,000 230,000 230,000

(2) 0 0 0 0 0 0 0 0

(3) 4,066 4,072 4,092 4,150 4,100 4,100 4,100 4,100

(A) 815,995 842,550 872,531 852,521 837,749 841,310 861,389 869,906

１. ｂ 807,620 848,258 894,540 878,546 858,074 858,967 847,688 839,071

(1) ｃ 465,165 546,080 572,776 565,837 565,397 569,038 568,000 568,000

(2) 93,634 85,074 105,678 96,768 95,500 96,000 93,000 89,500

(3) 167,930 149,407 154,512 149,215 140,000 140,000 130,000 124,000

(4) 77,790 63,017 56,870 52,722 52,877 49,629 52,388 53,271

(5) 3,101 4,680 4,704 4,004 4,300 4,300 4,300 4,300

２. 34,024 33,458 34,632 34,058 31,760 30,885 30,000 29,000

(1) 24,144 23,150 22,142 21,167 20,296 19,421 18,543 17,648

(2) 9,880 10,308 13,465 12,891 11,464 11,464 11,457 11,352

(B) 841,644 881,716 929,172 902,604 889,834 889,852 877,688 868,071

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C)     ▲25,649     ▲39,166     ▲56,641    ▲50,083     ▲52,086     ▲43,542     ▲16,301 1,835

１. (D) 0 0 0 0 0 0 0 0

２. (E) 0 0 0 0 0 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 0 0 0 0 0 0 0 0

    ▲25,649     ▲39,166     ▲56,641    ▲50,083     ▲52,086     ▲43,542     ▲16,301 1,835

(G)    ▲286,517   ▲325,683   ▲382,324   ▲432,407   ▲484,493   ▲533,035   ▲549,336    ▲547,501

(ｱ) 436,142 409,938 390,667 370,152 326,805 326,064 326,000 320,000

(ｲ) 68,624 41,798 17,372 17,863 18,000 18,000 18,000 18,000

　 0 0 0 0 0 0 0 0

(ｳ) 0 0 0 0 0 0 0 0

（※） 0 0 0 0 0 0 0 0
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。
　　○「N年度　単年度資金不足額」＝（「N年度の不良債務額」－「N－１年度の不良債務額」）
　　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

病 床 利 用 率 63.8 58.9 73.3

0 0 0

75.0 77.0 78.5

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率 0 0 0

0 0地方財政法上の資金不足の割合 ×100 0 0 0 0

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H) 0 0 0 0 0 0

95.2 94.4職員給与費対医業収益比率 ×100 89.3 106.9

医 業 収 支 比 率 ×100 64.4 60.1 60.9 68.1 69.1 70.1

94.5

不 良 債 務 比 率 ×100 0 0 0 0 0 0

95.5 94.4 94.1

単 年 度 資 金 不 足 額

経 常 収 支 比 率 ×100 96.9

0 0
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

93.9

0 0 0 0

純 損 益 (C)＋(F)

0 0

累 積 欠 損 金

不
 
良
 
債
 
務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当年度同意等債で未借入
(ｴ)

又 は 未 発 行 の 額

差引
不 良 債 務

(ｵ)

材 料 費

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

収
 
 
 
 
 
 
 
 
入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

医 業 外 収 益

他会計負担金・補助金

国 ( 県 ) 補 助 金

そ の 他

経 常 収 益

22年度 23年度

0 0 0 0

18年度(実績)19年度（実績）20年度（見込） 21年度

73.9 75.7

士　幌　町
（士幌町国民健康保険病院）

       (単位：千円、％)

24年度 25年度

0 0

0 0

98.1 100.2

0 0

90.5 89.3

0 0

　　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円」＝（「22年度不良債務額▲20百万円」－「21年度不良債務額10百万円」）

105.3 94.5

0 0

0 0

81.6 83.3



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支）   

　　 年 度

 区 分

１. 0 0 0 0 0 0 0 0

２. 68,450 77,450 69,933 54,709 60,216 56,507 47,710 48,425

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

５. 0 0 0 0 0 0 0 0

６. 0 658 1,757 0 0 3,000 0  

７. 0 0 0 0 0 0 0 0

(a) 68,450 78,063 71,690 54,709 60,216 59,507 47,710 48,425

   
0 0 0 0 0 0 0 0

(c) 0 0 0 0 0 0 0 0

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 68,450 78,063 71,690 54,709 60,216 59,507 47,710 48,425

１. 805 16,580 11,152 27,751 40,000 40,000 15,000 15,000

２. 84,619 85,980 81,230 51,043 50,270 49,384 50,263 51,157

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

(B) 85,424 102,560 92,382 78,794 90,270 89,384 65,263 66,157

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 16,974 24,497 20,692 24,085 30,054 29,877 17,553 17,732

１. 16,974 24,497 20,692 24,085 30,054 29,877 17,553 17,732

２. 0 0 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0 0 0

(D) 16,974 24,497 20,692 24,085 30,054 29,877 17,553 17,732

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0 0 0

  
0 0 0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(         0) (         0) (         0) (         0) (         0) (         0) (         0) (         0)

291,060 328,034 324,744 250,000 240,000 235,000 230,000 230,000

(  16,206) (  34,404) (  33,932) (  17,575) (  17,308) (  12,876) (   9,699) (   9,522)

68,450 78,063 71,690 54,709 60,210 59,507 47,710 48,425

(  16,206) (  34,404) (  33,932) (  17,575) (  17,308) (  12,876) (   9,699) (   9,522)

359,510 406,097 396,434 304,709 300,210 294,507 277,710 278,425

（注）
1
2

合　　　計

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。
　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ
繰り入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額
実 質 財 源 不 足 額

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

 

18年度(実績) 19年度（実績） 20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期借入金返還金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

そ の 他

収 入 計

うち翌年度へ繰り越される

18年度(実績)19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

士　幌　町
（士幌町国民健康保険病院）

25年度

          (単位：千円、％)

     (単位：千円）

24年度 25年度

24年度


